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ジオパーク推進だよりジオパーク推進だより

下仁田町自然史館（ジオパーク推進室）
下仁田町大字青倉１５８-1
q７０-３０７０ FAX６７-５３１５
http：//www.shimonita-geopark.jp/

ジオパークで
地域に活力を！！

問い合わせ先　下仁田町自然史館（ジオパーク推進室）　q７０－３０７０

※下仁田町自然史館では、午前９時から午後４時まで展示室を開放しています。ぜひお出かけください。

自然史館の利用他
５月２２日（水）
５月２３日（木）
５月２５日（土）　　　

富岡甘楽保護司会・下仁田南牧連絡協議会
明和県央高校　社会科教員・理科教員
群馬県立女子大文学部

行事報告

行事予定

ネギとコンニャク・ジオパーク

現地観察会『大桁山』

山岳信仰の山「秋葉山」

５月１１日（土）現地観察会「まちなか散策」を開催し、雨の中でしたが１６名
の方にご参加いただきました。

５月１４日（火）第１回世界遺産候補史跡荒船風穴・下仁田ジオ応援団学習
会を文化ホール２階の研修室にて開催しました。「荒船風穴解説のための
基礎知識と確認」・「春秋館営業案内を読む」をテーマに学習しました。

５月１７日（金）下仁田小学校５年生へジオサイト３ヶ所をまわる出張講座を
行いました。

５月１９日～２４日地球惑星連合大会が幕張で行われ、ジオパーク下仁田協
議会より２名が参加してきました。

日　　時：７月１３日（土）　９時～１６時
集　　合：下仁田駅（町営バスにて移動）
内　　容：大桁山の隆起の証拠を探る
持  ち  物：昼食・飲み物・交通費（往復４００円）
　　　　   帽子・動きやすい服装・歩きやすい靴
定　　員：先着３０名様
申し込み：ジオパーク推進室　q７０－３０７０
　　　　　※土日祝祭日も申し込みいただけます。
　　　　　※当日の天候等により、終了時刻が変更となる場合があります。

▲学習会

▲大桁山

※不動明王と三十六童子
　秋葉山から下りた林道脇には不動明王像四体が祀られています。不動明王を崇拝するのも御嶽教の特徴のひとつです。
この不動明王から秋葉山に向かっての道沿いには三十六童子が祀られています。欠番はありますが、多くの童子石造物を見る
ことができます。三十六童子は不動明王の眷属（けんぞく）です。{※眷属（けんぞく）：従者、家来}

※名馬磨墨（するすみ）伝説
　　源頼朝の愛馬「磨墨」に関する伝説は下仁田町や富岡市に残っています。富岡市原には足跡が残り、馬山の黒内山で育った
ことなどが語り継がれている。この地、馬居沢にも観音寺の西方の山の中腹にある岩に磨墨の足跡が残っているとのことでした。

※山の名について
　秋葉山の尾根続きに『ごしゅうざん』と呼ばれる山があります。山の看板には「仏岩山」と記されており、登山地図などには

「至仏山」などと記されていることもあります。以前、馬居沢出身の方に聞いた話では「見晴らしの良い山で上州・武州・甲州
などが見えることから五州山だと父から聞いている」と言う話を思い出しました。登ってみるとこの由来が正しいように思えて
きます。「仏岩山」も「至仏山」も石造物の多さや信仰の山から付けられた当て字のように思えます。この山の他にも地元の
呼び名と登山地図などの呼び名が違う山が見受けられます。山々にはそれぞれの伝承があり、出来れば地元の呼び名を反映
させてもらいたいと思います。それが地域の歴史の伝承につながるひとつとなるからです。

▲「まちなか散策」
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身近な情報をお寄せください。総務課（内線３０２）

第６６回町民ゴルフ大会結果

�６月２日（日）下仁田カントリークラブにおいて、
町民ゴルフ大会が開催され、次の方々が入賞され
ました。おめでとうございました。（敬称略）

老人クラブ連合会グラウンドゴルフ大会

�６月３日（月）馬山グラウンドゴルフ場において、
第１７回下仁田町老人クラブ連合会グラウンドゴルフ
大会が開催され、各単位クラブから計９チームが
参加し、清々しい汗を流しました。
　結果、次の上位４位までのチームが９月開催予定　　
老連郡大会への出場権を獲得しました。

▲写真左から
（佐藤幾子さん・飯野康行さん・小須田肇さん・小井土邦夫さん）

※総合優勝と部門優勝者が同一の場合は、総合優勝を優先

▲【７番ホール】　白熱したチーム対抗の団体戦

優　勝

準優勝

第３位

第４位

チーム名

東町長寿会Ａ

下町長寿会Ａ

城西区長寿会（Ａ）

城西区長寿会（C）

１Ｒ

１０６

１１２

１０６

１２０

２Ｒ

１０８

１０３

１２１

１１１

合計打数

２１４

２１５

２２７

２３１

※あなたもクラブの仲間に入りませんか。
　詳しくは事務局までお気軽にお問合せ下さい。
　（連絡先：健康課高齢者支援係　q８２-２１１１ 内線３２８）　　

優　勝

準優勝

第３位

ベストグロス

総　合

佐 藤 幾 子

飯 野 康 行

小須田　　肇

飯野康行（８１）

グランドシニア及び女子の部

小井土 邦夫

 黛 　光 恵

白 鷹 公 子

小井土邦夫（８８）

県青年女性経営者の主張にて
斉藤さん準優勝！

�第４４回県商工会青年女性経営者の主張大会に
おいて、下仁田町商工会女性部の斉藤月美さんが
準優勝されました。
　斉藤さんは『商工会女性部活動に参加して』と
いうタイトルで発表され、各種イベントへの出店や、
下仁田ジオパークへの研修活動について発表さ
れました。
　なお斉藤さんは、７月と１０月に栃木県で開かれ
る関東ブロック大会に県代表として出場されます。
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小学生ねぎ植え体験

平成２５年度群馬県緑化功労者
群馬県知事賞受賞

　５月２２日（水）、小金澤将民さん（馬山）の指導
の下、町と商工会青年部が協力し毎年育てている
畑で、下仁田小学校２年生３９人がねぎ植え体験を
行いました。
生徒は、太く大きい下仁田ネギを知っているだけで、
苗を植えて育てていくことを知り、一本一本丁寧
にねぎ植えを行っていました。

川井地区防災避難訓練

　６月２日（日）、川井地区で集中豪雨等による土
砂災害の危険を想定した避難訓練が行われました。
　当日は川井地区住民、警察、消防、役場の関係
者を含め約１００名の方が参加し、避難経路や連絡
体制など再確認し、実際の災害時に迅速に避難で
きるように取り組みました。

　５月１８日（土）富岡市もみじ平総合公園北ゾーンにお
いて開催された、第６７回群馬県植樹祭で虻田福寿草を
育てる会：会長　永井　浩さんが平成２５年度群馬県緑化
功労者群馬県知事賞を受賞されました。虻田福寿草を育
てる会は、平成１８年に福寿草の里をオープンし、園地に
は数万株の福寿草と約１，０００本の紅梅が植栽され、県内
外より観光客が訪れる観光スポットとして過疎化の進む
当町の活性化に貢献しています。
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平成２５年
群馬県総合表彰式

出会い交流の場づくり実行委員会からのお知らせ

出会い交流の場づくり事業開催
　　　　　　　　　　　　　　　　　　「夏の出会いは宝物☆」

神津牧場宝探し＆ＢＢＱ神津牧場宝探し＆ＢＢＱ神津牧場宝探し＆ＢＢＱ神津牧場宝探し＆ＢＢＱ

＜問合せ･申込み先＞下仁田町役場健康課　q０２７４-８２-２１１１（内線３２５）

８月４日（日）神津牧場において、今年度１回目のイベントを開催します。

当日は牧場内での宝探しゲームやバーベキュー等で交流を図ります。きっと始まる夏の恋!!

　町内の独身男女の出会いを応援するため、平成１８年度からボランティアによる実行委員会を立ち上げ、様々なイ
ベントを開催し多くの出会いの場を提供してきました。
最近は様々な団体が、同様なイベントを開催しているためか、町民の参加が少なくなっています。下仁田町出会い交
流の場づくり実行委員会としては、町民に参加していただきたい、どうしたら参加していただけるか、ということを考
えながら会議を重ねております。
　今年度も３回程度のイベントを予定していますので、町民の方、是非、ご参加ください！

　５月１７日、群馬会館（前橋市）において
表彰式が行われ、当町からは教育功労と
して佐藤和江さん（県地域婦人団体連合
会副会長）と消防防災功労として武藤　
正さん（元下仁田町消防団団長）の２名
が受賞されました。おめでとうございます。

対　　象：

お申込み：

参 加 費： 

２５～４０歳代の独身男女各１２名

７月１日～１０日（定員になり次第〆切）

男性２,０００円､女性１,０００円

（ただし町内在住者は無料）



17

聴
覚
障
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の
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シ
ョ
ン
講
座

要
約
筆
記
者
養
成
講
座

〈
前
期
課
程
〉

点
訳
奉
仕
員
養
成
講
座

親
子
ふ
れ
あ
い
ツ
ア
ー

▽
日
程
　
７
月
３０
日（
火
）〜
１０

月
２２
日（
火
）の
毎
週
火
曜
日（
全

１２
回
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し
８
月
１３
日
は
除
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間
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前
１０
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〜
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時

▽
会
場
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会
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前
橋
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新
前
橋
町

１
３
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２
）

▽
内
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手
話
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の
日
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会
話

の
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た
福
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制
度
や
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障
害
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ま
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。
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と
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、
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人
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障
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を
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日（
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）

〜
７
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）必
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▽
申
し
込
み
方
法
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き
に
①
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所
、②
氏
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リ
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ナ
）、③
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別
、④
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齢
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号
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障
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障
害
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３
７
１

‐０
８
４
３
　
前
橋

市
新
前
橋
町
１
３‐１
２

q
０
２
７
‐２
５
５
‐６
６
３
３

ＦＡＸ
０
２
７
‐２
５
５
‐６
６
３
４

▽
日
程
　
９
月
１２
日（
木
）〜
２

月
２７
日（
木
）毎
回
木
曜
日（
全

２３
回
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だ
し
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月
２６
日
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２
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定
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▽
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場
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福
祉
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合
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タ
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前
橋
市
新
前
橋
町

１
３
‐１
２
）

▽
内
容
　
要
約
筆
記
の
技
術

や
制
度
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

▽
対
象
　
左
記
に
該
当
す
る
人
。

（
選
考
に
よ
り
決
定
）

・
県
内
に
お
住
ま
い
で
、前
期
課

程
を
全
日
程
出
席
で
き
る
１８

歳
以
上
の
人
。

・
後
期
課
程
を
受
講
し
、講
座

終
了
後
、要
約
筆
記
者
認
定

試
験
を
受
験
す
る
意
思
が
あ

る
人
。

・
試
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。

※
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説
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び
講
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受

講
の
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に
、ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン

（W
indow

sX
P

以
上
の
Ｏ
Ｓ
）

の
持
参
が
必
要
で
す
。

▽
定
員
　
３０
人（
手
書
き
コ
ー

ス
１５
人
、パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス
１５
人
）

▽
受
講
料
　
無
料（
テ
キ
ス
ト

代
は
自
己
負
担
）

▽
申
込
期
間
　
７
月
１
日（
月
）

〜
１２
日（
金
）必
着

▽
説
明
会
・
選
考
会
　
８
月
１

日（
木
）開
催
※
詳
細
は
別
途

連
絡
し
ま
す
。

▽
申
し
込
み
方
法
　
往
復
は

が
き
に
①
住
所
、②
氏
名（
フ
リ

ガ
ナ
）、③
電
話
番
号
、④
希
望
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ー
ス（
手
書
き
・
パ
ソ
コ
ン
）を

明
記
し
、左
記
問
い
合
わ
せ
先

へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

県
聴
覚
障
害
者
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
プ
ラ
ザ
　

要
約
筆
記
者
養
成
講
座
　
係

〒
３
７
１
‐０
８
４
３
　
前
橋

市
新
前
橋
町
１
３
‐１
２

q
０
２
７
‐２
５
５
‐６
６
３
３

ＦＡＸ
０
２
７
‐２
５
５
‐６
６
３
４

　
県
立
点
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。

▽
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木
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金
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月
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月
）、７
月
２３
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火
）

▽
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間
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後
１
時
３０
分
〜
３

時
３０
分

▽
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場
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前
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新
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町

１
３
‐１
２
）

▽
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込
方
法
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明
会
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加

希
望
日
時
を
県
立
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館
に
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連
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。

▽
連
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県
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２
７
‐２
５
５
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８
月
３
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）午
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▽
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５
時
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行
き
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■下仁田町役場
■保健センター
■下仁田町公民館
■下仁田厚生病院
■荒船の湯
■ふるさとセンター
■下仁田町自然史館
■防災無線電話応答サービス

82-2111
82-5490
82-3535
82-3555
60-6004
82-5345
70-3070
82-4433

q
q
q
q
q
q
q
q
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お
で
か
け
く
だ
さ
い

「
群
馬
県
優
良
県
産
品
」

募
集

親
子
ふ
れ
あ
い
絵
皿

作
り
教
室

都
市
ガ
ス
消
費
機
器
調
査

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

第
３
回
道
づ
く
り
会
議

の
開
催
に
つ
い
て

▽
対
象
者
　
甘
楽
郡
在
住
の
母

（
父
）子
家
庭
の
母（
父
）と
子

▽
参
加
費（
バ
ス
代
・パ
ス
ポ
ー
ト

代
・
保
険
料
含
む
）

大
人（

１８
歳
以
上
）

　
＝
７
、７
０
０
円

中
人（
中
学
・
高
校
生
）

　
＝
６
、８
０
０
円

小
人（
小
学
生
ま
で
）

　
＝
５
、７
０
０
円

３
歳
以
下

　
＝
１
、５
０
０
円（
バ
ス
代
の
み
）

▽
定
　
員
　

２５
人（
先
着
順
）

※
定
員
に
満
た
な
い
と
き
は
中

止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　

７
月
５
日（
金
）〜

１７
日（
水
）に

参
加
費
を
添
え
て
、健
康
課
福

祉
係
ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

q
８２
‐２
１
１
１（
内
線
３
２
５
）

▽
日
　
時
　
７
月

２７
日（
土
）

午
前

１０
時

３０
分
〜
正
午
　

▽
会
　
場
　
富
岡
公
民
館

▽
対
象
者
　
甘
楽
郡
在
住
の
母

（
父
）子
家
庭
の
母（
父
）と
子

▽
内
　
容
　
親
子
で
楽
し
み
な

が
ら
オ
リ
ジ
ナ
ル
絵
皿
作
り

▽
参
加
費
　
１
人
＝
５
０
０
円

▽
定
　
員
　

１５
人（
先
着
順
）

▽
そ
の
他
　
子
ど
も
１
人
に
つ

き
１
作
品
を
制
作
。全
員
に
軽

食
を
用
意
し
ま
す
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　

７
月
５
日（
金
）〜

１２
日（
金
）に

参
加
費
を
添
え
て
、健
康
課
福

祉
係
ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

q
８２
‐２
１
１
１（
内
線
３
２
５
）

　
「
荒
船
の
湯
」で
は
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
で
の
送
迎
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。

１５
人
以
上
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。【

１５
人
以
上

２８
人
ま
で
】

▽
開
館
時
間
　
午
前

１０
時
〜

午
後
８
時

▽
定
休
日
　
月
曜
日（
祝
祭
日

の
と
き
は
、そ
の
翌
日
）

▽
利
用
料
金
　
町
民
３
０
０
円

（
時
間
制
限
な
し
）

▽
お
問
い
合
わ
せ
　
荒
船
の
湯

q
６０
‐６
０
０
４

　
こ
の
制
度
は
優
良
な
県
産
品

と
し
て
推
奨
で
き
る
商
品
を
決

定
し
、全
国
へ
紹
介
す
る
も
の
で
す
。

優
良
県
産
品
に
な
る
と
、商
品
に

「
県
優
良
推
奨
品
シ
ー
ル
」
を
添

付
し
、Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
対
象

県
内
に
事
業
の
本
拠
を
持
つ
製

造
者
が
、生
産
ま
た
は
主
た
る

加
工
を
し
た
、一
般
消
費
者
に

販
売
さ
れ
る
加
工
食
品
、民
・

工
芸
品
な
ど

▽
推
奨
期
間

２６
年
４
月
〜

２８
年
３
月

▽
審
査
基
準

・
食
品
衛
生
法
、そ
の
他
の
関
係

法
令
に
適
合
し
て
い
る
か

・
品
質
、価
格
、包
装
、表
示
方

法
な
ど
が
適
正
か

・
優
良
県
産
品
と
し
て
推
奨
す

る
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
か

▽
申
請
期
間

７
月
１
日（
月
）〜

３１
日（
水
）

▽
申
請
方
法

所
定
の
申
請
書

▽
申
請
書
提
出
先

役
場
産
業
振
興
課
　
商
工
観

光
係（
内
線
３
０
４
）

▽
注
意
点

既
に
推
奨
決
定
を
受
け
て
い
る

商
品
も
、再
申
請
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す

▽
申
請
書
配
布
場
所
・
お
問
い

合
わ
せ
先

県
庁
観
光
物
産
課

q
０
２
７
‐２
２
６
‐３
３
８
２

ＦＡＸ
０
２
７
‐２
２
３
‐１
１
９
７

ま
た
は
、県
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　

　
　

　
県
及
び
町
で
は
、下
仁
田
小
学

校
周
辺
の
道
づ
く
り
及
び
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
考
え
る
「
第
３
回

道
づ
く
り
会
議
」を
開
催
し
ま
す
。

　
「
第
３
回
道
づ
く
り
会
議
」で

は
、第
１
回
目
で
出
さ
れ
た
、日

頃
皆
さ
ん
が
感
じ
て
い
る
地
域
の

課
題
を
解
決
す
る
対
策
案
に
つ

い
て
意
見
交
換
を
し
て
、今
後
の

道
づ
く
り
の
あ
り
方
を
考
え
ま
す
。

▽
日
時
　
７
月

２５
日（
木
）

午
後
７
時
〜
午
後
８
時

５０
分

▽
場
所
　
下
仁
田
町
公
民
館

３
階
大
会
議
室

▽
内
容

・
こ
れ
ま
で
の
道
づ
く
り
会
議
で

出
さ
れ
た
地
域
の
課
題
及
び

解
決
方
法
の
ま
と
め
報
告

・
地
域
の
課
題
を
解
決
す
る
対

策
案
に
つ
い
て
意
見
交
換（
グ
ル
ー

プ
討
議
）

▽
参
加
方
法

申
し
込
み
不
要
で
す
。
当
日
受

付
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▽
そ
の
他

今
後
は
、今
回
を
含
め
た
計
３

回
の
道
づ
く
り
会
議
の
結
果
を

基
に
、県
及
び
町
で
道
づ
く
り

案
を
作
成
し
、説
明
会
を
開
催

す
る
予
定
で
す
。

▽
問
い
合
わ
せ

富
岡
土
木
事
務
所
下
仁
田
事

業
所
q

８２
‐３
１
１
７
　

産
業
振
興
課
　
土
木
管
理
係 

内
線
３
４
２

　
町
で
は
、ガ
ス
を
安
全
に
使
用

し
て
い
た
だ
く
た
め
、ガ
ス
給
排

気
設
備
等
の
調
査
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
。皆
様
の
お
宅
へ
委
託

業
者
が
伺
い
調
査
を
し
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
調
査
期
間
　
７
月
〜
９
月
末
日

▽
対
象
地
区
　
下
仁
田
地
区（
東

町
・
上
町
）・
川
井
地
区
・
白
山

地
区（
都
市
ガ
ス
供
給
区
域
）

▽
委
託
業
者
　（
株
）ト
キ
ワ
　

※
調
査
員
は
調
査
実
施
前
に

町
証
明
書
を
提
示
し
ま
す
。

▽
調
査
費
用
　
無
料

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
ガ
ス
水
道

課
ガ
ス
係（
内
線
４
２
３
）

（http://w
w

w
.pref.gunm

a.jp/
01/g3500020.htm

l

）か
ら
も

入
手
で
き
ま
す
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道
平
川
ダ
ム
施
設
見
学

会
開
催

甲
種
防
火
管
理
者
資
格

取
得
講
習
会
に
つ
い
て

旭
町
七
夕
ま
つ
り
ｉ
ｎ

中
央
通
り
開
催

夏
の
県
民
交
通
安
全
運
動

自
衛
官
採
用
試
験
案
内

放
送
大
学
１０
月
生

募
集
の
お
知
ら
せ

中
学
生
、高
校
生
が

考
え
た
「
み
そ
料
理
の

レ
シ
ピ
」
を
募
集
し
ま
す

▽
開
催
期
間
　
７
月
２８
日（
日
）

〜
８
月
１８
日（
土
）

▽
イ
ベ
ン
ト
開
催
日
時
　
８
月

４
日（
日
）午
後
３
時
〜
午
後
８

時▽
お
問
い
合
わ
せ
　
旭
町
七
夕

ま
つ
り
実
行
委
員
会
　
代
表

　
堀
口
頼
政
　
８２
‐３
２
６
９

　
「
事
故
の
な
い
　
群
馬
は
あ

な
た
の
　
注
意
か
ら
」を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
７
月
１１
日（
木
）か
ら
７

月
２０
日（
土
）の
１０
日
間
『
夏
の

県
民
交
通
安
全
運
動
』
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、思
い
や

り
の
あ
る
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ

う
。

●
航
空
学
生

▽
受
験
資
格
　
高
卒（
見
込
含
）

２１
歳
未
満

▽
受
付
期
間
　
平
成
２５
年
８

月
１
日
〜
９
月
７
日
ま
で

▽
試
験
日（
一
次
）　
平
成
２５
年

９
月
２１
日

●
一
般
曹
候
補
生

▽
受
験
資
格
　
１８
歳
〜
２７
歳

未
満

▽
受
付
期
間
　
平
成
２５
年
８

月
１
日
〜
９
月
６
日
ま
で

▽
試
験
日（
一
次
）　
平
成
２５
年

９
月
１６
日
・
１７
日
の
い
ず
れ
か
１
日

●
自
衛
官
候
補
生

▽
受
験
資
格
　
１８
歳
〜
２７
歳

未
満

▽
受
付
期
間
　
平
成
２５
年
８

月
１
日
〜
９
月
６
日
ま
で

▽
試
験
日（
一
次
）　

（
男
）平
成
２５
年
９
月
８
日
〜

１０
月
１３
日
ま
で
に
指
定
さ
れ
た

８
日
の
内
の
い
ず
れ
か
１
日

（
女
）平
成
２５
年
９
月
２２
日

▽
問
い
合
わ
せ
先

自
衛
隊
高
崎
地
域
事
務
所
　

高
崎
市
あ
ら
町
５
‐５

q
０
２
７
‐３
２
６
‐１
７
６
１

　
国
で
は
森
林
や
ダ
ム
な
ど
の

重
要
性
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

る
た
め
、７
月
２１
日
か
ら
３１
日

ま
で
を「
森
と
湖
に
親
し
む
旬

間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。こ
れ
に

ち
な
み
、道
平
川
ダ
ム
施
設
見

学
会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
期
間
　
７
月
２１
日（
日
）

▽
時
間
　
午
前
１０
時
〜
午
後

３
時

▽
会
場
　
道
平
川
ダ
ム（
荒
船
湖
）

（
下
仁
田
南
野
牧
）

▽
内
容
　
ダ
ム
内
部
の
見
学

▽
申
込
み
方
法
　
当
日
、直
接

会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い

▽
問
合
せ
先
　
県
富
岡
土
木

事
務
所
　
ダ
ム
管
理
係

q
６３
‐２
２
５
５
　

ＦＡＸ
６４
‐３
５
２
４

　
平
成
２５
年
度
防
火
管
理
者

資
格
取
得
講
習
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

▽
日
時
　
９
月
４
日（
水
）及
び

９
月
５
日（
木
）

▽
会
場
　
富
岡
市
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー

▽
講
習
内
容
　
防
火
管
理
の

知
識
及
び
危
険
物
の
安
全
管

理
等

▽
対
象
者
　
資
格
取
得
希
望
者
、

収
容
人
員
が
規
定
以
上
で
防

火
管
理
者
を
選
任
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
事
業
所（
消
防
法

第
８
条
の
対
象
事
業
所
等
）

▽
講
習
費
用
　
６,
０
０
０
円

▽
受
付
期
間
　
８
月
６
日（
火
）

〜
８
月
８
日（
木
）（
午
前
９
時

午
後
４
時
）

▽
受
講
定
数
　
１
０
０
名（
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

▽
受
付
場
所
　
一
般
社
団
法
人

群
馬
県
消
防
設
備
協
会

q
０
２
７
‐２
１
０
‐８
２
２
２

※
詳
し
く
は
、協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
放
送
大
学
で
は
平
成
２５
年

度
第
２
学
期（
１０
月
入
学
）の

学
生
を
募
集
中
で
す
。

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ

オ
の
放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
通
し
て
学
ぶ
通
信
制
の
大
学

で
す
。

　
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
自
然
学
科
な
ど
、幅
広

い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

出
願
期
間
は
８
月
３１
日
ま
で
。

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い

ま
す
。

　
お
気
軽
に
放
送
大
学
群
馬

学
習
セ
ン
タ
ー（
q
０
２
７
‐２

３
０
‐１
０
８
５
）ま
で
ご
請
求

く
だ
さ
い
。放
送
大
学
ホ
ー
ムペ
ー

ジ
で
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

　
多
野
藤
岡
・
甘
楽
富
岡
地
域

に
昔
か
ら
親
し
ま
れ
て
い
る「
み

そ
」
を
使
っ
た
レ
シ
ピ
コ
ン
ク
ー

ル
を
開
催
し
ま
す
。み
そ
を
用

い
た
料
理
で
あ
れ
ば
ジ
ャ
ン
ル
は

不
問
。
応
募
に
関
す
る
詳
し
い

内
容
は
、群
馬
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、ま
た
は
市
役
所（
町
村
役
場
）

で
配
布
し
て
い
る
応
募
用
紙
を

ご
覧
下
さ
い
。

▽
対
象
　
多
野
藤
岡
・
甘
楽
富

岡
地
域
に
通
学
ま
た
は
お
住

ま
い
の
中
学
生
、高
校
生

▽
締
め
切
り
　
平
成
２５
年
９

月
６
日（
金
）必
着

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　

藤
岡
行
政
県
税
事
務
所
　
総

務
振
興
係

藤
岡
市
下
栗
須
１
２
４
‐５
　

q
０
２
７
４
‐２
２
‐５
１
０
１

　
　


